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台湾、BNLチーム
ー＞チェンウェイの解析方法で最終決定、解析を進めている
1. 閾値付近の立ち上がり幅
2. 各チャンネルの全エントリー
3. Un-bondedとbondedを見分ける
4. Ampl > 45のエントリー数

理研、奈良女チーム
ー＞まだ考えている段階（？）だと思っている
1. エラー関数のフィット（パラメータσ、立ち上がりの中間値（threshold））
2. あるampl以上のレート
3. あるampl以上のエントリー
4. ADC vs amplのスロープ、オフセット
などを行ってきたが、、、

台湾、BNLチームは
評価基準を求める方法を
変えたくないと考えている

責任者はシェウェイ

今決まっていないのは、センサーの評価方法
センサーの評価方法は並本さんの線源測定結果による

Classification についてのミーティングが必要？
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